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3,303 0

（完了）
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期待どおり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

　H23年度は事業最終年度であり、必要な調査箇所は完了し、森林資源情報への反映がなされた。
　今後とも、林業事業体等への情報提供により間伐の推進を図っていきたい。

特記事項

□　余地なし □　当面余地なし

□　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　余地あり

□　横ばい □　減少

□　当面余地なし

県の関与を見直す
余地

60 68

④
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業
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事業の目標(H23) 事業成果・評価

（効率指標算出式）
概算事業費／森林資源調査箇所数

評価区分

2

・H21～23年度に県下で必要な約270,000箇所の
森林資源情報の調査を行う全体計画に対し、H23
年度は、130,003箇所の森林資源調査を行う。

・H23年度は、目標箇所数130,003か所に対し153,567か所(118%)となり、概
ね期待どおりの業務進捗が図られた。
・H21からの3年間で300,327箇所の調査を計画どおり実施した。

左記以外のH23年度実績

森林資源調査箇所数(活) 箇所 113,000 153,567

23年度

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
事業費/調査箇所数

千円
/箇所

人新規雇用者数(成)

202,026 0

0.40

23年度事業費の主な内訳

千円 203,527 ・委託料：198,723千円（委託先：南佐久中部森林組合ほか
９社）
（内訳）
　・1号業務佐久24,381千円   　・2号業務上小18,218千円
　・3号業務諏訪13,734千円　　 ・4号業務上伊那22,985千円
　・5号業務下伊那14,910千円  ・6号業務木曽18,029千円
　・7号業務松本11,477千円      ・8号業務北安曇21,893千円
　・9号業務長野35,742千円      ・10号業務北信17,357千円

千円 164,252 198,723 ―

千円

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

千円 166,747

23年度 24年度（当初）

0 0

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　主に、里山人工林を調査し、調査結果を森林資源情報へ反映することにより、森林整備を促進する。

対　象 　個人有林等の人工林の所有者

H21

人 0.30

千円 2,495

164,940

目指すべき姿 　森林資源情報を詳細に把握することにより、効率的な集約化及び間伐の促進を図り、健全な森林の育成を目指す。

事業内容
　特に手入れの遅れている人家等から近い森林における木の高さ、直径、立木の本数などの森林調査。
　（補助率：【国】10/10）

H23 根拠法令等

国庫補助事業

事　業　名 森林資源調査等支援事業
(ふるさと雇用再生特別交付金基金活用事業)

森林法第5条

実施方法
国庫･
県単

　県下を10地区（地方事務所単位）に区域分けし、委託業務を県で発注

実施期間

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 2-04 部・課 林務部森林政策課09 01 05


